
「ヨコハマ恐竜展2012～福井県恐竜博物館コレクション」が20日、横浜市西区のパシフィコ横浜で開幕し、フクイ
ラプトルやティラノサウルス、トリケラトプスなど約100点が展示されている。８月27日まで。
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事 局 よ務 だ り
◇横浜定例講演会
2012年8月21日（火）
13時30分～15時
ロイヤルホールヨコハマ
講師は原田武夫国際戦略情報
研究所代表取締役（CEO）の
原田　武夫　氏
演題は「欧米経済危機後の世
界～日本が進むべき道を探る」
◇横浜定例講演会
2012年9月14日（金）
13時30分～15時
ホテルキャメロットジャパン
講師はＳＭＢＣ日興証券株式
調査部副部長の大西　史一氏
演題は「世界経済と金融市場
の動向について～注目ポイン
ト “3つのマクロ的転換”」



　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
１
８
８

０
万
㌧
に
も
及
ぶ
「
震
災
が
れ
き
」
の

う
ち
、
６
月
末
時
点
で
処
理
が
済
ん
だ

の
は
３
８
２
万
㌧
に
過
ぎ
な
い
。
い
ま

な
お
残
る
８
割
近
く
の
が
れ
き
を
い
か

に
迅
速
に
処
理
す
る
か
が
復
興
へ
の
課

題
と
な
る
一
方
で
、
国
際
問
題
に
も
発

展
し
か
ね
な
い
新
た
な
問
題
が
持
ち
上

が
っ
て
い
る
の
を
、ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

地
震
に
よ
る
巨
大
津
波
は
、「
漂
流

が
れ
き
」
と
い
う
や
っ
か
い
な
代
物
も

生
み
出
し
た
。
現
在
は
洋
上
を
漂
流
中

だ
が
、
今
秋
か
ら
来
春
に
か
け
て
北
米

大
陸
の
太
平
洋
沿
岸
に
流
れ
着
く
と
予

測
さ
れ
、
そ
の
対
応
が
待
っ
た
な
し
の

課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
の
だ
。

　

環
境
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
昨
年
３

月
の
大
震
災
で
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

３
県
か
ら
太
平
洋
上
に
流
出
し
た
が
れ

き
は
約
５
０
０
万
㌧
に
も
な
っ
た
。
こ

の
う
ち
７
割
程
度
は
日
本
近
海
に
沈
ん

だ
と
み
ら
れ
る
が
、
破
損
し
た
家
屋
の

木
材
な
ど
比
較
的
軽
い
が
れ
き
は
海
の

藻
く
ず
と
は
な
ら
ず
、
い
ま
な
お
約
１

５
０
万
㌧
が
海
上
を
漂
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
震
災
の
置
き
土
産
は
偏
西

風
や
海
流
の
影
響
を
受
け
太
平
洋
を
移

動
し
て
い
る
真
っ
た
だ
中
。
環
境
省
が

京
都
大
学
な
ど
と
実
施
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ハ
ワ
イ
の
北
側
に

あ
る
「
太
平
洋
ご
み
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば

れ
る
海
域
を
通
過
し
、
今
年
10
月
ご
ろ

に
は
約
１
・
２
㌧
が
カ
ナ
ダ
の
西
海
岸

付
近
に
漂
着
す
る
見
込
み
。

　

そ
の
後
も
徐
々
に
漂
着
す
る
が
れ
き

の
量
は
増
加
す
る
見
通
し
で
、
来
年
２

月
ま
で
に
は
約
４
万
１
３
０
０
㌧
が
米

ア
ラ
ス
カ
州
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ま
で
の
広
い
範
囲
の
海
岸
付
近
に
到
達

す
る
と
い
う
。
今
春
に
米
国
西
部
の
海

岸
で
発
見
さ
れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

も
、
こ
の
漂
流
が
れ
き
の
一
部
。
木
材

よ
り
も
さ
ら
に
軽
い
た
め
、
偏
西
風
に

押
し
流
さ
れ
て
一
足
早
く
到
達
し
た
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
震
災
か
ら
１
年
と
い

う
節
目
に
発
見
さ
れ
た
「
思
い
出
の

品
々
」
は
当
時
、「
美
談
」
と
し
て
本

紙
を
含
む
新
聞
紙
面
を
に
ぎ
わ
し
た

が
、
量
が
膨
れ
上
が
る
と
、
話
は
少
々

複
雑
に
な
っ
て
く
る
。

　

流
出
は
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の

事
故
前
の
た
め
、
が
れ
き
に
放
射
性
物

質
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
は
少
な

い
。
し
か
し
、
多
量
に
漂
着
し
た
が
れ

き
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
漂

着
物
の
処
分
に
は
国
際
ル
ー
ル
は
な
い

そ
う
で
、
流
れ
着
い
た
沿
岸
の
国
や
自

治
体
が
処
理
す
る
の
が
一
般
的
だ
と
い

う
。
自
然
災
害
が
原
因
と
は
い
え
、
日

本
が
何
も
し
な
く
て
よ
い
の
か
。
被
災

後
に
か
の
国
か
ら
差
し
伸
べ
ら
れ
た
援

助
の
数
々
を
思
い
起
こ
す
と
、「
恩
返

し
」
の
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　（
神
奈
川
新
聞
社

�

統
合
編
集
局
次
長
・
宮
本
　
敏
也
）

美
談
で
済
ま
ぬ
漂
流
が
れ
き

視
描点
点

− 　 −3



　

高
橋
義
雄
か
ら
三
越
の
改
革
を
引
き

つ
い
だ
日
比
翁
助
は
、
広
告
界
に
ブ
ー

ム
を
起
こ
し
た
。
１
９
１
１
（
明
治

44
）
年
1
月
3
日
、
三
越
が
新
聞
各
紙

に
出
し
た
全
ペ
ー
ジ
広
告
が
き
っ
か
け

で
あ
る
。

　
《
恭
し
く
新
年
を
賀
し　

こ
こ
に
金

千
五
百
円
の
賞
金
を
提
供
す
。
本
年
四

月
の
大
売
出
し
に
用
ゆ
べ
き
広
告
画
の

図
案
を
懸
賞
募
集
す
》

　

広
告
画
と
は
ポ
ス
タ
ー
の
こ
と
。
賞

金
付
き
で
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
を
公
募
す

る
、
つ
ま
り
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
・

コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
。
応
募
規
定
は
日

本
画
・
洋
画
・
水
彩
画
の
い
ず
れ
で
も

Ｏ
Ｋ
。
色
も
構
図
も
目
立
っ
て
、
美
人

を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
。
し
め
切
り
は

2
月
20
日
。賞
金
1
等
は
１
０
０
０
円
。

小
学
校
教
員
の
初
任
給
が
15
円
の
こ

ろ
、
高
額
の
賞
金
で
話
題
に
な
っ
た
。

　

全
国
か
ら
の
応
募
３
０
１
点
の
な
か

か
ら
洋
画
家
・
岡
田
三
郎
助
な
ど
、
審

査
員
の
全
員
一
致
で
選
ば
れ
た
の
は
下

図
、
橋
口
五
葉

の
作
品
「
此
美

人
」
で
あ
る
。

大
き
な
リ
ボ
ン

を
結
ん
で
、
な

で
し
こ
模
様
の

き
も
の
を
着
た

女
性
が
、
長
椅

子
に
腰
掛
け
て

浮
世
絵
草
紙
を

見
て
い
る
。
満

開
の
チ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
の
壁
紙
に
イ
ス
も

洋
室
も
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式

を
取
り
入
れ
て
ざ
ん
新
で
あ
る
。

　
「
細
面
の
美
人
が
、
江
戸
時
代
の
彩

色
刷
の
絵
本
を
膝
に
し
て
、
正
面
を
向

い
て
い
る
。
こ
の
絵
が
ポ
ス
タ
ー
に
採

用
さ
れ
て
、
五
葉
に
は
賞
金
一
千
円
が

贈
ら
れ
た
。
な
お
二
、
三
、
四
等
各
一

人
、
五
等
は
六
人
あ
り
、
そ
の
五
等
の

中
に
、
山
村
耕
花
、
徳
永
柳
洲
な
ど
の

知
名
の
人
が
い
る
」
と
『
美
術
新
報
』

が
報
じ
た
。
35
度
刷
り
の
精
巧
な
石
版

印
刷
で
、
ポ
ス
タ
ー
は
完
成
し
た
。

　

橋
口
は
東
京
美
術
学
校
に
在
学
中
、

夏
目
漱
石
の
『
我
輩
は
猫
で
あ
る
』
の

挿
絵
を
描
い
た
。
１
９
０
５
（
明
治

38
）
年
1
月
、
漱
石
が
作
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
た
雑
誌
〝
ホ
ト
ト
ギ
ス
〟
で

あ
る
。
漱
石
は「
僕
の
文
も
う
ま
い
が
、

橋
口
君
の
画
の
方
が
う
ま
い
様
だ
」と
、

賛
美
し
た
若
い
画
家
。
日
本
最
初
の
デ

ザ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
ブ
ー
ム
を
起

こ
し
、
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
新
聞
広
告

も
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
、
イ
ラ
ス

ト
も
写
真
も
、
さ
ま
ざ
ま
の
企
業
が
募

集
し
た
。

　

日
比
は
１
８
６
０
（
万
延
元
）
年
、

久
留
米
の
生
ま
れ
。慶
応
義
塾
を
卒
業
、

福
沢
の
推
薦
で
モ
ス
リ
ン
商
会
の
支
配

人
。
96
（
明
治
29
）
年
、
三
井
銀
行
の

中
上
川
社
長
に
経
営
手
腕
を
認
め
ら

れ
、
入
行
し
た
。
中
上
川
彦
次
郎
は
54

（
安
政
元
）
年
大
分
の
生
ま
れ
。
母
は

福
沢
諭
吉
の
姉
。
慶
応
卒
業
後
イ
ギ
リ

ス
留
学
。『
時
事
新
報
』
発
刊
と
と
も

に
社
長
。山
陽
鉄
道
社
長
を
へ
て
91（
明

治
24
）
年
、
三
井
銀
行
の
社
長
に
、
三

井
財
閥
を
築
い
た
。
橋
口
は
そ
の
後
、

漱
石
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
を
装
丁
し
た
。

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）日
本
最
初
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
受
賞
作
の
三
越
の
ポ
ス
タ
ー
・
１
９

１
１
（
明
治
44
）
年

コ
ン
ク
ー
ル
・
ブ
ー
ム

宮
野
　
力
哉

～
福
沢
諭
吉
の
お
し
え
⑨

広
告

談
珍

− 　 −14
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